
平成 14年度第２回宇都宮市社会福祉審議会児童福祉専門分科会議事録 
 

１．日時  平成１５年３月２８日（金）午後１時３０分～午後３時００分 
２．場所  第１委員会室 
３．会議次第 
 (1) 開会 
 (2) 会長挨拶 
 (3) 議題 
  (ア) 報告事項 
    ・ 児童育成計画の進捗状況について 

・ 保育園の整備計画について 
・ 虐待防止について 

(イ) その他 
・ 「子育支援行動計画」の策定についての日程等説明 

(4) 閉会 
 
〔出席委員〕 
  伊達悦子会長，瀬尾充男職務代理者，柳田孝委員，安納ミヤ子委員，風間嘉信委員， 

金子準二委員，加藤佳子委員，大野照子委員，金子耀誉委員，中山慶恵子委員 
   計 １０名 
〔欠席委員〕 
  鎌倉三郎委員，堀田由美子委員，本田紀子委員 
   計 ３名 
〔事務局〕 
  中村児童福祉課長，永山主幹，高橋補佐，吉成管理係長，田崎児童福祉係長，上野保

育係長，赤井畑専任主査 
 
〔質疑、意見等〕 
 
○ 児童育成計画の進捗状況について 
 
風間委員： 出生率はどの位ですか。 
 
事務局： １3 年度全国では 1.33 人であり，宇都宮市においては 1.49 人と国よりは高く

なっております。 
 



風間委員： 15 年度に２カ所整備して５カ所となるが，子育てサロンの１７年度におい

ての残り２カ所はどのように整備していくのですか。 
 
事務局： あくまで年度の目標であり，具体的にどこの基幹園を整備してサロンを設置

するか現在は未定であります。 
 
風間委員： 保育園でも児童の預かり保育を行っているが，子どもの家事業の内容を説

明願いたい。 
 
事務局： 子どもの家は，小学校の主に１年生から３年生までの両親共働きのお子さん

を放課後預かり，健全育成を計っております。基本的には，各小学校区で１か

所設置し、計画的に進めております。 
 
会長： 夜間保育について，具体的な実施はどのようになっていますか。 
 

 事務局： 平成１６年４月に開園することで，国の補助金申請につきましては提出済み

であり，内示が６月に出れば着工できるように計画を進めております。建築は

年度内に終わり，１６年４月に開園できる予定です。 
 
風間委員： 夜間保育について，１７年度までの整備についてはどのようになっていま

すか。 
 
事務局： 具体化している１園については新設ですが，もう１園についての手法や設置

の場所については，１園を確実に立ち上げその後需要等今後の動向を見ながら

考えて参ります。 
 
○ 保育園の整備計画について 
 

 風間委員： 将来定員割れする可能性がありますか。 
 
 事務局： 毎年定員増をし，入所の弾力化により定員を超えて入所させている状況です

が，本市においても１６年度をピークに暫時子どもの数が減っていく中ではあ

るが，保育園の入所希望者が減るかどうかについては，予測が困難です。定員

割れにつきましては，公立保育園において６園，保育需要の動向により統廃合

し調整して参ります。 
 



風間委員： 市への要望でありますが，他自治体では募集期間が１週間とか１０日とい

うのもありますので，本市においては民営化実施スケジュールにおいて，募

集期間を十分に取ってください。 
 
○ 虐待防止について 
 
金子（準）委員： 児童虐待についての相談件数が１３年度２４０件だったが，１４年

度は２６０件弱となっています。児童虐待防止法ができて３年目のた

め、国でも見直しをすることになっています。 
 
会長： 子どもの近くにいる担任の先生などが気づかないと，対応が遅れてしまうケー 
   スがあります。 
 
中山委員： 身近な人で話し合いをする場を作らないとわからない場合があると思いま

す。 
  
柳田委員： 学校は，担任の先生が虐待の兆候があった場合，どのように誰に話を持っ

ていくかがわからないのではないでしょうか。 
 
金子（準）委員： 会議の委員は，会議の結果をそれぞれ組織の中に情報として浸透さ

せて欲しいと思います。 
 
事務局： さらに虐待防止を図るため，身近な相談体制が必要ではないかと思います。 

今後，行政機関だけではなく地域における学校・保育園・幼稚園・医療機関や 
一般の市民の方も含め一丸となって，児童虐待の防止体制・相談体制を進めて 
行こうと考えております。 
 

瀬尾委員： 民生委員は，各学校との連携を図るため入学式等で「何でもご相談くださ

い。」とのパンフレットを配布しています。保育園や学校の先生方との関係が

大切であると思います。 
 
金子（耀）委員： 私も委員になっていますが，会議の結果は園長会の際には必ず報告

をしています。学校の先生は家庭の事までなかなか踏み込めないが，

幼稚園や保育園の先生方は保護者に言いやすいと思います。 
 
加藤委員： 暴力をふるう事だけが虐待ではなく，放置する事も虐待であるとの認識を 



     身近な人が話してあげると良いのではないでしょうか。 


